
BBLセミナー 
プレゼンテーション資料   

岩丸 良明 
http://www.rieti.go.jp/jp/index.html 

2013年10月25日 

「新しいIT総合戦略と 
我が国におけるIT人材育成について 
～情報処理技術者試験の活用」 

独立行政法人 経済産業研究所（RIETI） 



新しいＩＴ総合戦略と 
（世界最先端ＩＴ国家創造宣言） 

わが国におけるＩＴ人材育成について 
～情報処理技術者試験の活用～ 

岩丸 良明 
 

東京工業大学 像情報工学研究所 特任教授 

内閣官房 政府ＣＩＯ補佐官 

情報処理技術者試験委員会 委員長 



2 

 
 この資料は、公表されている資料等に基づき作成しています。 
 意見等は、発表者の個人的なもので、特定の組織の意見等を代表するものではありません。 
 



背景 

2013年６月14日 世界最先端ＩＴ国家創造宣言が閣議決定 
 

  同  ５月24日 政府ＣＩＯ法が成立 

        31日 施行 

 

  同  ５月24日 行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律 
（番号法）が成立 

 

 日本のＩＴ化は、新しいステージを迎えた 
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本日のお話し 

1. 新しいＩＴ総合戦略と関連する戦略・報告 
（世界最先端ＩＴ国家創造宣言） 
 

2. スキル標準 

 

3. 共通キャリア・スキルフレームワーク（CCSF）と 
確認ツールとしての情報処理技術者試験 
その考え方と概要 

 

4. 今後の展望（まとめ） 
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連携する３つの基本戦略とＩＴ関連の戦略等 
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経済財政運営と改革の 
基本方針 

経済財政諮問会議 

（平成25年6月14日閣議決定） 

日本再興戦略 
JAPAN IS BACK 

日本経済再生本部 

（平成25年6月14日閣議決定） 

世界最先端 
ＩＴ国家創造宣言 

ＩＴ総合戦略本部 

（平成25年6月14日閣議決定） 

サイバーセキュリティ戦略 
サイバーセキュリティ2013 

情報セキュリティ政策会議 

（平成25年6月10日，27日） 

次世代高度ＩＴ人材像、 
情報セキュリティ人材、 

今後の階層別の人材育成 

産業構造審議会 人材育成ＷＧ報告書 

（平成24年9月14日） 



http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/kondankai2_3.pdf 

人材は， 
旧くて新しい問題 
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yuhara-sachiyo
タイプライターテキスト

yuhara-sachiyo
タイプライターテキスト

yuhara-sachiyo
長方形



高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 
有識者本部員懇談会，平成２５年３月１日（金） 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/kondankai2_3.pdf 7 



8 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/hourei/pdf/kaisei_gaiyou.pdf 



平成25年6月4日 
内閣官房情報通信技術総合戦略室看板掛け 

http://www.kantei.go.jp/jp/96_abe/actions/201306/04johotsushin.html 9 



経済財政運営と改革の基本方針 
第１章 

 ２．デフレからの早期脱却と「再生の１０年」に向けた基本戦略 

 (1) 第一の矢「大胆な金融政策」 

  (2) 第二の矢「機動的な財政政策」 

 (3) 第三の矢「民間投資を喚起する成長戦略」 
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 過去の停滞の経験を踏まえると、成長戦略においては、①市場機能を 
活用し民間の力を引き出すとともに、民間投資の拡大、人材の活用・育 
成、イノベーションの促進により労働生産性を高めること、②課題先進国 
として世界に先駆けて課題を解決することで新たな需要を創造すること、 
③グローバル化を活いかしヒト・モノ・カネが自由に行き来できる環境を整 
備すること、などにより、潜在成長力を高め、実質所得の増加を伴う成長 
を実現することが必要不可欠である。 
 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2013/2013_basicpolicies.pdf 



日本再興戦略 JAPAN IS BACK 
第Ⅱ．３つのアクションプラン 

一．日本産業再興プラン 

 ４．世界最高水準のＩＴ社会の実現 
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 ⑥産業競争力の源泉となるハイレベルなIT人材の育成・確保 

 ITやデータを活用して新たなイノベーションを生み出すことのできる 
ハイレベルなIT人材の育成・確保を推進する。 

○ＩＴを活用した２１世紀型スキルの習得 

○人材のスキルレベルの明確化と活用 
IT 人材のスキルを共通尺度で明確化するスキル標準について、来年夏までに分野ごとの

専門人材に必要なスキル・タスクを特定し、2015年度中に改訂する。 

 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/saikou_jpn.pdf 

キーワードは 
スキル標準 
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Ⅲ １ （１） ①公共データの民間開放（オープンデータ）の推進 

  

 

 

 

Ⅲ ３ （３） 政府におけるＩＴガバナンスの強化 

  

世界最先端ＩＴ国家創造宣言 

http://www.kantei.go.jp/jp/kakugikettei/2013/__icsFiles/afieldfile/2013/06/20/20130614-02.pdf 14 

 また、公共データの利用促進のために、コンテスト手法の活用等により、 
利用ニーズの発掘・喚起、利活用モデルの構築・展開やデータを活用する 
高度な人材育成にも積極的に取り組み、新ビジネス・新サービスの創出を 
支援する。 

 さらに、政府におけるIT人材の育成を図るため、研修プログラムの見直し・
充実を政府横断的な取組として実施し、各府省庁は、政府CIOのスタッフ組織
及び政府共通プラットフォーム等の府省を横断する大規模プロジェクトの推進
組織との間で人事交流を行うこと等によりIT人材の計画的育成を図るとともに、
府省庁におけるITプロジェクトの核となる人材が、プロジェクトのライフサイク
ルの適切な節目までそのポストに留まるよう、人事ローテーションについても
工夫する。 
  研修実施人数：年間１万人（2015年度以降） 

 



Ⅳ. 利活用の裾野拡大を推進するための基盤の強化 

１．人材育成・教育 

 世界最高水準のIT 利活用社会を通じて、「情報資源立国」となるためには、
それをけん引する人材、それを支える人材、それを享受して豊かに生活する
人材が必要であり、それぞれの年代や目的に応じて、施策を検討・整備するこ
とが必要である。 

 そのためには、教育環境自体のIT化（ソフト・ハードを含むインフラ）、国民全
体のITリテラシーの向上、国際的に通用しリードする実践的な高度IT人材の
育成（人材育成・教育レベル）及び教育内容の面での情報教育の推進（レベ
ルに応じた教育内容）を検討し、必要な施策を実行する必要がある。 

  （１）教育環境自体のIT化 

  （２）国民全体のITリテラシーの向上 

  （３）国際的に通用しリードする実践的な高度IT人材の育成 

  なお、IT人材のスキルを共通尺度で明確化するスキル標準を、ITの技術変
化等を踏まえて適切に整備・活用することも重要である。 

 

世界最先端ＩＴ国家創造宣言 

http://www.kantei.go.jp/jp/kakugikettei/2013/__icsFiles/afieldfile/2013/06/20/20130614-02.pdf 15 

キーワードは 
スキル標準 



http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou4.pdf 16 



http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou4.pdf 17 



Ⅴ. 本戦略の推進体制・推進方策 

１．本戦略のPDCA サイクル等の推進管理体制 

（１）政府CIO の司令塔機能の発揮 

 本戦略を強力かつ着実に推進するため、政府CIOが、司令塔として以下の４点
を行っていく。 

① 電子行政、新産業、農業、医療・健康、防災・減災、道路交通、人材育成等の
分野について、関係府省の緊密な連携を図り、各施策を円滑かつ効率的に実
施するための府省横断的な推進計画の作成 

（２）IT 総合戦略本部における推進管理体制 

 本戦略のPDCAサイクルの推進管理体制として、IT 総合戦略本部の下に、政府
CIOを中心とした専門調査会を設置する。 

 また、電子行政、新産業、農業、医療・健康、防災・減災、道路交通、人材育成 

等の重点分野については、専門調査会の下に、分科会を設置し、当該分野に係
る戦略の推進に必要な具体的方策や評価指標の検討、ロードマップの作成・見
直し及び取組状況の評価等を実施する。 

世界最先端ＩＴ国家創造宣言 

http://www.kantei.go.jp/jp/kakugikettei/2013/__icsFiles/afieldfile/2013/06/20/20130614-02.pdf 18 



19 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon/dai1/siryou2_1.pdf 



３． 取組分野 

（２） 活力あるサイバー空間の構築 

 ③ 人材育成 

 我が国におけるサイバーセキュリティ従事者の能力の底上げと、突出した
人材の発掘・育成を図っていくためには、社会全体で育成し活用するための
仕組みが必要である。具体的には、情報セキュリティ人材と言っても多種多
様であり、その求められるスキルは対象となる人材の属性によっても大きく異
なることから、スキル標準の改善・活用を通じ、必要とされる能力・知識を明
確化していく。 

 その上で、スキル標準を活用し、実践的な教育プログラム等に関する大学
等専門教育課程の充実化、産学連携の強化や、公的資格・能力評価の改善
や新設の必要性も含め、セキュリティレベルに対応した多様な資格・能力評
価制度の在り方など情報セキュリティ人材として求められるニーズの多様化
に応じた検討を行う。 

 

サイバーセキュリティ戦略 

http://www.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cyber-security-senryaku-set.pdf 20 

キーワードは 
スキル標準と公的資格 



３． 取組分野 

（２） 活力あるサイバー空間の構築 

 ④ リテラシー向上 

 我が国においては、サイバー空間が、若年層から高齢層といったあらゆる世
代や、個人、家庭、職場、公共施設などのあらゆる場面など、実空間における
日常生活や社会経済活動等のあらゆる活動に拡大・浸透している。このよう
に全ての一般国民がサイバー空間と共存している状況においては、裾野が広
い一般国民を対象としたリテラシーの向上を継続的に図ることが必要である。
また、これは、高度人材育成のための基盤を提供することにも資するものであ
る。 

 具体的には、初等中等教育段階からの意識啓発を図っていくことが必要で
あり、標語・ポスターコンクール等参加型の意識啓発事業を実施する。（中略） 

 高齢者層における情報セキュリティ対策も今後一層重要となるため、情報セ
キュリティに関するサポーター等の育成・活用など高齢者に対するきめ細やか
なフォローを行うための環境を整備する。また、一般家庭や若年層に 
対する知識や情報の提供に係る取組を促進する。 

 

 

サイバーセキュリティ戦略 

http://www.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cyber-security-senryaku-set.pdf 21 



サイバーセキュリティ2013 
Ⅱ．具体的な 取組 
２．「活力ある」サイバー空間の構築 
 ③ 人材育成 
  （イ）リカレント教育の促進（文部科学省） 
  （キ）スキル、資格、教育プログラム等の整理（経済産業省） 
  （ク）情報セキュリティ資格の周知及び普及（内閣官房、総務省及び経済産業省） 

情報セキュリティ人材を含めた高度ＩＴ人材の育成強化のため、情報セキュリティ分野を含
めた各種情報分野の人材スキルを測る情報処理技術者試験について一層の周知及び 
普及を図る。 

  （ケ）情報セキュリティに関する国家試験の改善（経済産業省） 
情報セキュリティを含むＩＴ能力を評価する情報処理技術者試験について、「情報セキュリ
ティスペシャリスト試験」等の普及を図るとともに、社会ニーズ対応した更なる試験内容改
善の検討を行い、結論を得る。 

  （コ）スキル標準の活用（公共機関での活用を含む）（経済産業省） 
  （ソ）情報セキュリティ人材育成に係る枠組みの検討（経済産業省） 
    c) 共通キャリア・スキルフレームワークに基づきスキル標準を一層高度化 
    d) アジア各国にITPECの取組を拡大し、我が国のITスキル標準を普及させる 
 

22 http://www.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cs2013.pdf 

キーワードは 
スキル標準と国家試験 



１１のアジア各国・地域と相互認証 
６か国と年２回 共通統一試験を実施 

23 

フィリピン、タイ、ベトナム、ミャンマー、マレーシア、モンゴルの６か国で、2005年11月に 
IT Professionals Examination Council（ITPEC）を設立し、年2回、同じ日の、同じ時間に、
同じ問題を使用して共通統一試験を実施している。 

バングラデシュ
人民共和国 

http://www.philnits.org/
http://www.iii.org.tw/
http://www.hrdkorea.or.kr/ENG
http://www.meteor.com.my/index.php
http://www.vitec.org.vn/
http://www.scs.org.sg/
http://www.nstdaacademy.com/
http://www.mcf.org.mm/
http://www.doeacc.edu.in/index.jsp
http://www.ceiaec.org/
http://www.itpark.mn/
http://www.ipa.go.jp/


産業構造審議会 人材育成ＷＧ報告書 
～次世代高度ＩＴ人材、情報セキュリティ人材、今後の階層別の人材育成～ 

はじめに 人材育成ＷＧの視座について 

 平成２３年８月に開催された産構審情報経済分科会での中間とりまとめでは、「スマート
社会を切り拓く融合人材と教育」において、「ＩＴ融合を生み出す人材の不足」が課題として
挙げられ、 （中略） 。 

 これらの課題に対し、「ＩＴ融合を生み出す『異端人材』のプロファイルと人材育成システ
ムの検討、ＩＴ融合を生み出す次世代高度ＩＴ人材像の具現化と育成」も重要であり、「ＩＴ融
合により時代のニーズを踏まえたビジネスをデザインできる次世代の高度ＩＴ人材につい
て、人材像の具現化を行い能力・スキルの見える化を行うとともに、育成・評価のフレーム
ワークを見直す」よう提言された。 

 

 
 なお、本報告書において使用している「次世代高度ＩＴ人材」は仮称であり、「次世代高度ＩＴ人材の 

名称」、「試験等の評価軸」及び「育成するための制度設計」については、その制度設計に関心を示す
民間や団体からの意見も踏まえ、引き続き検討が必要である。 

 

 

 
24 http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/jouhoukeizai/jinzai/pdf/report_001_00.pdf 



各戦略をまとめると 

1. 個々の施策はそれぞれ目的があり、現状を改善していく狙いが
意味を持っている。 

 

2. 今後、政府ＣＩＯの下、ＩＴ人材強靭化計画（仮称）に具体化され、 
各府省が連携して計画の実現に向けて邁進していく。 

 

3. それぞれの施策には、KPIを明確にする。 
同時に、標準の物差しを整理して、レベル、目標を明確化すると
ともに、公正な評価を可視化することも大切か。 

 

4. 具体的には、スキル標準 と 国家試験を活用が期待される。 
 ＩＴスキル標準 から 共通キャリア・スキルフレームワーク 
 情報処理技術者試験、ＩＴパスポート試験（ｉパス） 
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わが国ＩＴ人材の育成の枠組み 

小中学生 

高等学校生 

大学生・ 
大学院生 

社会人 
（職業人） 

家庭人 
高齢者 

IT初等教育 

教科 
社会と情報 
情報の科学 

セン
ター
試験 

Ｉパス試験（注） Ｉパス試験 
情報処理技術
者試験（高度） 

ＩＴリテラシ 
教育 

情報倫理教育 

 ＩＴリテラシの向上（情報セキュリティマインドの向上） 

ＩＴ専門家
の育成 目

的

 

育
成
・
評
価
ツ
ー
ル
／
対
象
者

 

＊ 

（注）Ｉパス試験：ITパスポート試験のこと。 
   社会人として共通に備えておくべき基礎的な知識を評価。 
 ＊ ：大企業の一部では、採用のエントリシートにＩＴパスポート 
   試験の合否・得点の記入欄を設置している。 
   政府機関では、採用時に情報セキュリティの知見を 
   確認することを要求（NISC）している。 

導入・拡充が必要な施策 

啓発・情報提供 

社内教育 

啓発・情報提供 

自己研鑽 自己研鑽 
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本日のお話し 

1. 新しいＩＴ総合戦略と関連する戦略・報告 
（世界最先端ＩＴ国家創造宣言） 
 

2. スキル標準 

 

3. 共通キャリア・スキルフレームワーク（CCSF）と 
確認ツールとしての情報処理技術者試験 
その考え方と概要 

 

4. 今後の展望（まとめ） 
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ITスキル標準 （ITSS：IT Skill Standard） 

1. ＩＴスキル標準(ITSS)とは 
①各種ＩＴ関連サービスの提供に必要とされる能力を明確化・体系化した指標 

②産学におけるＩＴサービスプロフェッショナルの教育・訓練等に有用な「辞書」 （共通 
枠組、フレームワーク） を提供しようとするもの 
 

2. ITスキル標準の構成 
①各種ＩＴサービスの提供に必要なスキルを要素分解し、客観的な観察可能性や，教

育・訓練での活用可能性の観点から整理 

②ＩＴサービスを「11職種／35専門分野」として区分。実際のＩＴサービスの種別を反映 

③職種／専門分野毎に、スキルを客観的に観察する指標として、経験・実績を記述し
た「達成度指標」を設定 

④職種／専門分野に必要なスキルを教育・訓練に活用する観点から要素分解した「ス
キル項目」を整理し、スキル項目毎に習熟の度合いを示す「スキル熟達度」と必要な
「知識項目」を展開 

⑤これらの全体像を一覧性をもって提示するものとして「キャリアフレームワーク」を作
成 

出典： 独立行政法人情報処理推進機構 28 
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経験を問うことで評価する仕組み 
どの様な規模で、どの様に複雑なシステムを 

何回、成功裡に経験したか。 

レベル３は独り立ちのレベル 
（一人前の目安） 

11職種 
35専門分野 

ＩＴスキル標準ｖ３のキャリアフレームワーク 
2008.03.31公表 http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/download_V3.html 

レベル４は 
社内の管理職レベル 

レベル５は 
社内のピカ一さんレベル 

29 出典： 独立行政法人情報処理推進機構 
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ITスキル標準のレベル感 

3. レベル   プロフェッショナルとして価値を創出するために必要なスキルの       
度合いを７段階で表現 

市場への影
響力がある 

市場で認知される 

社内で認知される 

指導できる 

要求作業の 

達成 

独力で全てできる 

一定程度で
あれば独力

でできる 

指導の下で
できる 

業界の成員としての成果 評価範囲 

 

評価対象 

ビジネス、テクノロジ、メソドロジを 

リードする（創出） 
業務上の課題発見、解決ができる（活用） 

価値創造 

への貢献 

業界を 

リード 
業界に貢献 社内に貢献 

業務範囲（プロジェクト）内
をリード 

指導の下に実施 

個人としての成果 

レベル１ レベル２ レベル３ 

組織員としての成果 

レベル７ レベル６ レベル５ レベル４ レベル 

30 出典： 独立行政法人情報処理推進機構 
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ITスキル標準の達成度指標 例 

31 
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ITスキル標準の研修ロードマップ 例 

出典： 独立行政法人情報処理推進機構 
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ITスキル標準の研修ロードマップ 

出典： 独立行政法人情報処理推進機構 

詳細化 

詳細化 

33 
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本日のお話し 

1. 新しいＩＴ総合戦略と関連する戦略・報告 
（世界最先端ＩＴ国家創造宣言） 
 

2. スキル標準 

 

3. 共通キャリア・スキルフレームワーク（CCSF）と 
確認ツールとしての情報処理技術者試験 
その考え方と概要 

 

4. 今後の展望（まとめ） 
 

34 



情報処理技術者試験との関係 

スキル標準はスキルが経験・実績に結実して 
いる限りにおいて評価し、 
試験は経験・実績がスキルに結実している 
限りにおいて評価している 

職種／専門分野とレベルを軸とする「共通
の枠組み（フレームワーク）」と、その枠組
みにあてはめて実際に評価される具体的
「コンテンツ（問題・採点結果）」の関係 

出典 : 経済産業省 IT人材の育成 
http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/pdf/shiken_itskil_houkokusyo.pdf 

スキル標準 試験 

経験･実績がスキルに結実 

スキルが経験･実績に結実 

スキル（実務能力） 経験･実績 

フレームワーク 

職種･専門分野 

達成度指標 
レ
ベ
ル 

コンテンツ 

試験問題 
採点結果 

個別企業 
の業務 

35 



ＩＴスキル標準 
（ＩＴＳＳ） 情報処理 

技術者試験 

？ 
情報システム 

ユーザー 
スキル標準 

（ＵＩＳＳ） 

参照モデルとしての 
共通キャリア･スキルフレームワーク 

順次共通化 職種区分 
      レベル区分 
      レベルの評価方法 
      用語  等 

組込み 
スキル標準 
（ＥＴＳＳ） 

 

 ＩＴスキル標準  
（ＩＴＳＳ） 

情報システム 
ユーザー 

スキル標準 
（ＵＩＳＳ） 

組込み 
スキル標準 
（ＥＴＳＳ） 

 

共通キャリア･ 
 スキルフレームワーク  

情報処理 
 技術者試験  

36 出典： 独立行政法人情報処理推進機構 
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人材類型 人材像 人材像の説明 
試験で 

の対応 

＜基本戦略系人材＞ 

 各種課題のITによる解決 
 のための基本戦略を立案 

①ストラテジスト 
ITを活用したビジネス価値の増大を 
リードする。 

対象 ＜ソリューション系人材＞ 

 システムの設計，開発や、 
 信頼性・生産性の高い     
 運用を総括 

②システム 

 アーキテクト 
ビジネス戦略に対して最適なシステムを
デザインする。 

③サービス 

 マネージャ 
継続的な高い信頼性を確保しつつ、シス
テムを維持する。 

④プロジェクト 

 マネージャ 

与えられた制約条件（品質、コスト、 
納期等）下で，信頼性の高いシステム 
構築を総括する。 

⑤テクニカル 

 スペシャリスト 
データベースやネットワーク等の技術 
ドメインを実装する。 

＜クリエーション系人材＞ 

 新しい要素技術を用いて社 
 会・経済的なフロンティア  
 を開拓 

⑥クリエータ 
新たな要素技術の創造等により社会・経
済にイノベーションをもたらす。 

対象外 

＜その他＞ ⑦その他 
ITスキル標準のエデュケーションが該当
する。 

共通キャリア･スキルフレームワークの 
人材類型・人材像 

出典：経済産業省 「高度IT人材の育成をめざして」 
    http://www.meti.go.jp/press/20070720006/20070720006.html 37 
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人材キャリアを７段階に区分。情報処理技術者試験ではレベル１～3、４の一部までをカバー 
◎レベル１から３までは、基本的に情報処理技術者試験の合否によりレベルを判定 
◎レベル４は、情報処理技術者試験と業務経験等で判定 

共通キャリア・スキルフレームワークに 
基づくレベル判定 

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

レベル６

レベル７

エントリ

ミドル

ハイ

スーパー
ハイ

最低限求められる基礎知識

基本的知識・技能

応用的知識・技能

高度な知識・技能

企業内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤーかつ
世界で通用するプレーヤー

スキル
（能力）
ベース

↓
試験の合否

試験＋業務
経験により判断

エントリ試験

基礎試験

ミドル試験

高度試験各
企
業
で
判
断

プ
ロ
コ
ミ

高

度

Ｉ

Ｔ

人

材

成果（実績）
ベース

↓
業務経験
や面談等

情報処理技術者
試験での対応は

レベル４まで

 

出典：経済産業省 「高度IT人材の育成をめざして」 
    http://www.meti.go.jp/press/20070720006/20070720006.html 38 
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情報処理技術者試験の体系 

社会人のスタートライン 
(大学卒業の共通レベル) 

スキルレベル4 
 

情報処理技術
者の専門家 

レベル 
（実務経験も 

問われる 
レベル） 

共通キャリアス・キルフレームワークのレベル１から４を対象としている 

39 出典： 独立行政法人情報処理推進機構 

スキルレベル2 
情報処理技術者のスタートライン 

スキルレベル3 
 

情報処理技術
者の一人前 

レベル 
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情報処理技術者試験 

応募者① 

人 

受験者② 

人 

合格者③ 

人 

受験率 

②／① % 

合格率 

③／② % 

平成24年 488,879 349,978 84,497 71.6 24.1 

昭和44年～平成24年 17,096,228 11,163,966 2,101,324 65.3 18.8 

◆根拠  「情報処理の促進に関する法律（第７条）」に定められている国家試験 
◆目的  情報処理に関する業務を行う者の技術の向上に資するため 

40 出典： 独立行政法人情報処理推進機構 

経緯 

昭和４４年（1969年） 「情報処理技術者認定試験」の発足（第一種，第二種） 

昭和４５年（1970年） 試験制度の法制化「情報処理振興事業協会等に関する法律」 

平成 ６年（1994年） 試験制度を全11区分に改組  

平成１３年（2001年） 試験制度を全13区分に改組 

平成１６年（2004年） 試験事務を独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）に移管 

平成２１年（2009年） 試験制度を改定し､全12区分に改組 

平成２３年（2011年） ＣＢＴ開始  Computer Based Testing、国家試験で初の導入 

試験実施 全国61都市、256会場で試験を実施 
            試験監督者は10,000人 
試験委員 産学に約400人の試験委員ネットワーク 

http://www.ipa.go.jp/


41 http://www.jitec.ipa.go.jp/1_13download/pamphlet_h25aki_ip_gakusei.pdf 



本日のお話し 

1. 新しいＩＴ総合戦略と関連する戦略・報告 
（世界最先端ＩＴ国家創造宣言） 
 

2. スキル標準 

 

3. 共通キャリア・スキルフレームワーク（CCSF）と 
確認ツールとしての情報処理技術者試験 
その考え方と概要 

 

4. 今後の展望（まとめ） 
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今後の展望（まとめ） 

1. 新しいＩＴ総合戦略と関連する戦略 

 

2. ＩＴ人材の育成に、スキル標準と、国家試験＝情報処理技術者
試験の活用への期待が大きい 
 

3. 年内に、「ＩＴ人材強靭化計画」を策定し、各府省が連携して対応 
スキル標準は、2013～2015に見直し 
必要に応じて、情報処理技術者試験も見直し 

 

4. オープンデータ、情報セキュリティへの対応は重要 
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1. 経済財政運営と改革の基本方針（2013年６月14日、閣議決定） 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/cabinet-index.html 

2. 日本再興戦略 JAPAN IS BACK（2013年６月14日、閣議決定）・同 中期工程表 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/ 

3. 世界最先端ＩＴ国家創造宣言（2013年６月14日、閣議決定）・同 工程表（2013年６月14日、ＩＴ総合戦略本部

決定） 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou1.pdf 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou4.pdf 

4. サイバーセキュリティ戦略（2013年６月10日、情報セキュリティ政策会議決定）  

http://www.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cyber-security-senryaku-set.pdf 

5. サイバーセキュリティ2013 （2013年６月27日、情報セキュリティ政策会議決定） 

http://www.nisc.go.jp/active/kihon/pdf/cs2013.pdf 

6. 次世代高度ＩＴ人材像、情報セキュリティ人材、今後の階層別の人材育成（平成24年9月14

日、産業構造審議会 人材育成ＷＧ報告書） 

http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/jouhoukeizai/jinzai/pdf/report_001_00.pdf 
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7. 情報処理技術者試験制度   http://www.jitec.ipa.go.jp/1_11seido/seido_gaiyo.html 

8. 情報処理技術者試験 要綱・出題範囲、シラバス 
http://www.jitec.ipa.go.jp/1_04hanni_sukiru/_index_hani_sukil.html 

9. ITパスポート試験 紹介サイト https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/index.html 

10. ＩＴスキル標準           http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/download_V3.html 
 

【ご参考】 

http://www.ipa.go.jp/


ご清聴 

 

ありがとうございました。 
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